
可視化結果

F(x)(𝑥)

適応的点削減を用いたアーチファクト抑制

・ポリゴン面積/点断面積に応じて点を削減，配置

高精細ポリゴンモデルにおける問題点
・ポリゴンの大きさが1ピクセルよりも小さくなる

-意図しない描画結果(アーチファクト)の発生

適応的点削減を用いた確率的ポイントレンダリングによる
高精細ポリゴンメッシュの半透明可視化
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高精細ポリゴンの可視化

・データ取得機器の発達によって
得られるデータの高精細化

・確率的ポイントレンダリング(SPBR)[1]は
大規模高精細ポリゴンモデルを
高速かつ正確に半透明可視化できる

研究目的

・画像解像度を上げずに
アーチファクトを抑制する

-点生成部を改良

・従来手法は画像解像度を上げて
アーチファクト回避

まとめ
・SPBRにおける点数補正を提案

-ポリゴン面積比に応じて点を削減，配置

・適応的点削減を用いることで
SPBRにおけるアーチファクトの抑制に成功

SPBRにおけるアーチファクトの発生

Pig 
ポリゴン数2.0 × 106
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確率的ポイントレンダリング

・1ピクセル相当の大きさの点を用いる
・確率的処理のためデプスソート不要
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ポリゴン面積/点断面積

Lung[2]
ポリゴン数:5.7 × 106

・理論点数とのズレから曲線𝑓(𝑥)を算出
・曲線𝑓(𝑥)を削減率とし確率的に削減

・補正曲線で点数補正しきれない場合
・生成点数をポリゴン毎に計算
・重心位置からランダムにずらし配置

従来のSPBRにおいて発生する
理論値と生成点の点数差を計測

①②

手法①

手法②

・大規模高精細ポリゴンモデルを細部まで正確に可視化
・ポリゴンモデル末端部のアーチファクト確認されず

Lung[2]
ポリゴン数:5.7 × 106

TotalBody[2]
ポリゴン数:4.8 × 106

𝑟 = ൝
点採用(𝑟 ≤ 1/𝑓(𝑥))

点棄却(𝑟 > 1/𝑓(𝑥))

𝑥 :面積比
𝑟 :[0,1]の一様乱数

補正曲線𝑓(𝑥)
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生成された点
ポリゴンの重心

Depth Peeling
(ポリゴンレンダリング)

適応的点削減つきSPBR

・表面の高輝度部がなくなり，滑らかに


